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���からデータの��を��します。

「 」を�に�してから「 」を�すPAUSE START

とスポット��モードになります。

データの��を#$%&します。もう#)クリックすると��を

-�します。

「 」%、 となり、ｸﾘｯｸする2にデータを�り�みます。PAUSE ��

スポットモードでは、データのサンプリングに:;します。

��ファンクションを@�します。

「BCDF」「GCDF」「HI��( )」2W

「HI��( )」「BCDC」などから4W

OQします。

��レンジを / でZ[えます。 のチェックAUTO MANUAL AUTO

をcすとレンジde;テキストボックスがjれますからレンジを

キーボードからdeします。lmなnをdeするopはありませ

ん。deされたnに#vwい１つ{のレンジに@�されます。

��%は「|}」、ポーズ%は「�}」、

�&%は「�}」となります。
データの��を�&します。

��
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7451A
7461A/7461P

�	できる
� 7451A 7461A,7461P, 7451A 7461A,7461P の��です。, はエーディーシー

�	

スタートすると、ファンクション･��

レンジ･サンプリング�)を@�した

�、��されたサンプリング$��

�で、��されたサンプル�のデー

タを��みます。opなら��$�

も��することもがきます。

Excelシートに��んだデータは、キーボードからdeしたデータと�じよう

に、Excelの��を�;して、��・��・ ¡¢を£¤に¥うことができます。

また、¦§にデータが��まれる¨©をExcelのグラフウィザードで@�して

おけば、データ��とグラフ±がリアルタイムに¥えます。
※¶アドインに£·グラフ����はありませんので、Excelのグラフウィザードを

:;して��してください。

���¹º「 」「 」をZ[えFRONT REAR

ます。

¶プログラムはExcel{のアドインとして·�します。

Excel{から¶アドインを½·すると、Excelシート{

に、このウインドウがjわれます。ファンクション,��

レンジ,$���,��À�¢を@�し「 」ボタSTART

ンをクリックするとデータの�り�みを��します。

・データロガーとしての!	
" #された'(()で"#された*+のデータをリアルタイムにExcelシートに :;みます。>? @Bまでのデー100

タがFGして:り;めます。

・JKLMへの!	
O Q#Rを:りSえながら、*々のデータをExcelシートに:;みます。

・ , ,BchのQ#ZをFG[に:り;むことができます。FRONT REAR
「 」「 」「B- 」のijkをmSえながらFG[にQ#ZをExcelシートへjkできます。nいまして、FRONT REAR CH

3チャンネルのデータロガーのように�	できます。

・ijk(のz{|}が~�です。
「 」「 」「B- 」のQ#Z(でz{|}が~�ですから、「 」��で��をQ#し、「B- 」でそのFRONT REAR CH FRONT CH

����をQ#し、「 *B- 」を"#すれば���kのQ#が~�になります。FRONT CH
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REARde

FRONTde

B- jkCH

��するÁÂにチェックを�けます。

「 」「 」のÃÄにチェックを�FRONT REAR

けることができます。

��nをÅのÆÇÈÉへË[するための

Í�を@�します。(ÎページÐÑ)

B- ��を�$に¥うÁÂにチェックを�けます。CH

「 」��が のÁÂだけÖ×です。また、「 」FRONT ON FRONT

��で - ��がOQされたÁÂはØ×になります。B CH

チャンネル�のÛÜÝ¡を��します。

「 + 」「 - 」FRONT REAR FRONT REAR

「 * 」「 / 」FRONT READ FRONT REAR

Bch Bch「 + 」「 - 」FRONT FRONT

Bch Bch「 * 」「 / 」FRONT FRONT

からOQします。

ÈÉË[とÍ�Ý¡�のデータでÛÜÝ¡を¥います。
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��nをExcelへdeする$のÈÉを@�

します。 「ân」は、 ��ファンクションによ

り または「Ω」「V」「A」 のÈÉでのdeを

äåします。

�)Q#���メモリの:り;み
�はサポートしておりません。

ま た、レベルトリガ/デルタトリガはサポートしておりません。
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「 」ボタンを�にクリックして、その�「 」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 マルチメータの@�が¥われた�、「 」ボタンのPAUSE START SPOT

クリックêちとなります。 「 」ボタンをクリックする2にデータがExcelシートに��まれます。 この$「 」ボタンをクリックするËわりに「スペース」キーを�しSPOT SPOT

ても�ìのíîとなります。 この「スポット��モード」では、「ïð$�」のñには1,2,3...と「õöv÷」がdeされます。

øえば、ù��Æを�り[えながら、ú々のù��Æの��を¥うÁÂにü�です。 「スポット��モード」をýþするためには、「 」ボタンをクリックします。STOP

スポットQ#モードの�	¶·

GPIBで�öしたÅの���のデータも�$に�り

�むÁÂにチェックを�けます。(��� )

���の��を@�します。

���¶�で@�した - アドレスと�じGP IB

nを@�します。

���のサンプリング�)を@�します。

「 」「 」「 」「 」「 」MEDIUM SLOW SLOW FAST FAST1 2 1 2

ms「 ( )」「 ( )」からOQします。FREE PLC FREE

ms「 ( )」「 ( )」のÁÂは、�nを	
FREE PLC FREE

のテキストボックスにdeします。

トリガモードを@�します。

「 」FREE RUN

��%も �
を��します。FREE RUN

「パソコン」

��$�2にパソコンが���にトリガを��し

ます。���は �
になります。HOLD

「c�トリガ」

���のリアーの「 」からのトリガ�÷にTRIGGER

よるサンプリングを¥ないます。

��のde����を¥うÁÂ、それぞれの��

2にc�トリガ�÷がopです。

その�の��@�を¥います。(ÎページÐÑ)

データに��$�を��します。

��のデータ��$、�����¢のヘッダを��し

ます。

���� します。�の����を��

データのdeと#にシートをスクロールします。

��した�� を	
�び を
ないます。�� ��み

データを��むÀ�を��します。$し、「 」STOP

ボタンでいつでも%%できます。

また、&もdeされていないときは、 'Àと()さ100

れます。deできる�*À�は、 00,000です。1,0

データを��む$���をdeします。

&もdeがØいÁÂやゼロがdeされたÁÂは、

��でデータを�り�みます。deできる�*$

�は3600-です。

��nを へdeするとき、セル/�を12にExcel

@�します。

��B§にオートゼロを À¥います。1

���を�4�
にリセットします。
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2�の��データのdeされた の�5�フォルダBook

をdeします。

Book�の�8に�けるヘッダをdeします。データの9Å

に:;します。

��される ブックの��Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

バックアップ	Bookの�»¶·

��%に�4:に をバックアップするÁÂにBook

チェックを�けます。

	
のバックアップ<=の@�>?が¹ºされます。

バックアップ%は、#$、��がêたされます。

バックアップ@4(��À�)を@�します。

“.xlsx”または、
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��
�の�

「 」��のQ#ZREAR

「 」��のQ#ZBch

「 」��のQ#ZFRONT

�¼は、 のグラフウィザードを�	してExcel

ユーザÂでÃってください。

����の��

「�の��」の��

���からのデータに、Ý¡AÇを¥います。

へのden ��n Í� Í�Excel = (( - B ) * A

)C

{
の「��n」は、「¹ºÈÉ」で@�したÈÉにË[した�のnが:;されます。

øえば、¹ºÈÉの@�が「 」に@�されていて、��nが だったÁÂ「 」のnがÝ¡に:;されます。m 0.1A 100mA

��nのE�を¥うÁÂは、そのE�n

をdeします。「{Fn」「	Fn」のどち

らか、または、ÃÄをdeします。

GñのÁÂは、E�を¥いません。

E�をcれた��nは シートに|}Excel

で¹ºされます。

�)

ÇjkÈÉのÊËにつきましては、Q#�

にÍÎする:ÏÐÑÒにÊしくÐÑされて

いますからそちらをÔÕください。

��nにHäの�Jを�けられます。



����� マルチメータ$ の��%&( )

c����とは - でパソコンと�öされているopがあります。(	�)GP IB

c����から�られてくるデータのフォーマットは、 であり、��のデータのÁÂ(Max10ú)、データ�はコンマでKZられているopがあります。ASCII

C)Lての���とのM�を�Nするものではありません。

もし、c����からデータをOけ�る$、クエリーコマンドを¦§に��するopがある$、ここに��する
クエリコマンドをdeします。ほとんどのÁÂ、Gñで です。OK
もし、マルチメータが コマンド2Sのものでしたら、	
のコマンドのどれかが:;されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

c����のデータO�$にトリガがopな$、チェックをつけます。

c����の - アドレスを@�します。GP IB

�り�んだデータに、	
Ý¡を¥った�、Excelへdeします。

Excelへのden = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへdeする¦�をここにdeします。

GñのÁÂ、「c����」がdeされます。

����§に、���に��するコマンドがあるÁÂは、ここにdeします。 ファンクションやレンジZ[えのコマンド

をdeします。 MVはGñです。

���のデリミタを@�します。MVは、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「Häコマンド」からトリガのÄYをOQします。GET TRG

MVは、「 」のOQをします。GET

「Häコマンド」をOQしたÁÂは、トリガコマンドをテキストボックス

にdeします。

c����のデータにÝ¡AÇを¥うときにチェックします。

��のデータがO�されたÁÂは、そのLてのデータに、

	
にdeしたÝ¡が¥われます。

c����のデータを�nとしてZうか、[\しとてZうかの

OQを¥ないます。MVは、「�nデータ」に@�します。

c����から��のデータが��されるÁÂ、データの

KZり[\を��します。#]:には、「コンマ」が:;され

ます。
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���の'(を - に��します。GP IB

¶ソフトを:;する§に、���のM���を「 - 」に@�するopがあります。 こ のM���が「 - 」に@�されていない�
で¶ソフトを:;するとGP IB GP IB

M�エラーが^_して`Vに·�しませんから、ごCäください。��は、����cの�Zde/をÐÑください。

「 」ボタンで �の「 / 」を×Øします。MENU 8 I F

「 」を「 」にÛ#します。BUS GPIB

ÝÞの - アドレスをÛ#します。GP IB

「 」を「 」にÛ#します。HEADER OFF

「 」を「 」にÛ#します。TALK ONLY OFF

「 」を「 」にÛ#します。LANGUAGE ADC

①

②

③

④

⑤

⑥


